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生涯と作品
アルベニス
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長きにわたるピアニストとしての
演奏活動と執筆活動で培った
知見を通し、アルベニスの生涯と
全作品を詳解！
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写真・楽譜、多数収載！
第１部「生涯編」

概要
アルベニス研究は、1990 年代にその第一人者 J. トーレスの本
格的な調査を経て、公文書による客観的なデータが明らかにな
る。今回、著者はこの研究を基本とし、さらにアルベニスが旅
行中に携え青少年期を描写した「アルバム」も再確認しつつ、
また彼の日記や往復書簡もふんだんに用いてその生涯の全貌を
詳解。彼がパリとバルセロナの音楽界の橋渡しの担い手であっ
たことや、中央ヨーロッパと近代スペインの音楽の関係なども
詳述する。

もくじ
〔1〕出生〔2〕幼少期〔3〕未知の世界へ〔4〕イサークの「ハンガリー
旅行日記」（1880 年）〔5〕1880 年秋についてのアルボスの回想
〔6〕夢〔7〕転機〔8〕マドリッドでの栄光〔9〕1889 年ロンドン
〔10〕19 世紀末のパリ〔11〕パリの生活〔12〕プラハ旅行日記
〔13〕ペピータ・ヒメネス〔14〕パリのスペイン人芸術家とスコラ・
カントルム〔15〕闇とひかり〔16〕1903 年の日記〔17〕ベルギー
での成功〔18〕1907 年　〔19〕フォーレ書簡〔20〕ジョアキンと
イサークの往復書簡〔21〕《イベリア》とセルヴァ〔22〕暴君
〔23〕故郷へ〔24〕アルベニスへのオマージュ

概要
日本で初めてアルベニスの作品全体をカバー。なかでもピアノ
作品は、後半期の重要な作品を中心に、ピアニストとしての著
者ならではの、民族的な作品の特徴とその表現方法も含めた解
説を行う。

もくじ
〔1〕作品概観〔2〕ピアノ作品とその特徴〔3〕アルベニスにおけ
る民謡〔4〕民俗音楽に使われる主な用語〔5〕ピアノ作品解説
〔6〕舞台作品〔7〕オーケストラ作品〔8〕室内楽作品〔9〕声楽作品

第２部「作品編」

音楽之友社のスペイン関連書籍・楽譜
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途中、葬列にはリセウ大劇場とワーグナー協会の代表者が加わり、たく
さんの大学生たちや他学部のメンバーが花を手に葬列に集まった。市立音
楽院の前で、学生たちが馬車に花を手向けることが出来るように 10 分留
まった。砲兵隊の駐屯地では、兵士たちが故人に敬礼するために整列した。
午後 1時 15 分には市内での葬儀は終わり、棺は地中海に面したモンジュ
イックの丘の東斜面にある墓地へ向かい、家族と役人によって無数のカー
ネーションやバラの花々が飾られて墓の中に納められた。

イサーク一家が故国スペインに帰らず、パリに拠点を移した理由につい
てトーレスは次のように述べている。
「それは政治的なことではなく、美意識や経済、まずは第 1にスペイン
のオーケストラの趣味と展望の狭さ、さらに慣習に対してアルベニスは息
の詰まりそうな思いを感じていた。
結局、1898 年の悲惨な出来事（米西戦争）の衝撃だけに原因を押し付け、

ボーっとしている国民の状態こそが問題であった。第 2に芸術的でクリエ
イティブな活動が認められ報酬を得られる、という合理的な欲求がその理
由であった。」（Isaac Albéniz en su Centenario）

劇音楽を作曲したいと望んでいたイサークの希望は、スペインの芸術的
潮流に乗って現れたのではなかった。
姉ブランカが歌好きだったように、おそらくイサークも子供のころから

ることからよく判る。そして 22 歳の時にガスタンビデの作品に触れ、劇
音楽作曲への夢を持ち、サルスエラに対して親しみを覚えた。娘が生まれ
た時には、サルスエラ歌手志望で若く命を絶った姉ブランカの名前を命名
していたほど、歌好きな姉とサルスエラには特別な思い出があっただろう。

民族的なエッセンスを感じさせる作品を作曲すべきと考えるのは、彼に
とって故国はいつも特別なものであったということだ。15 歳でスペイン
を離れるまで、子供のころからスペイン各地で演奏し、作曲家となってか
らはマドリッドのロメロ出版が彼の作品を次々と世に出すことで彼を支
え、作曲家イサーク・アルベニスを育てた。
中南米からベルギーを経て、スペインに戻ったもののロンドンからパリ
へと生活の基盤を移していったイサークであったが、スペインもサルスエ

》スネメヒ・ターピペ《、でま年晩。うろたっあでのもな切大てっとに彼もラ
を改作し続けたことが、その証と思われる。
しかし、スペインでは〈マーリン〉の初演が中止になり、《ペピータ・
ヒメネス》も国外に比べ反応は大変鈍く、イサークが母国に落胆したこと
は理解できる。劇音楽は興味深い原作との出会いも大事であり、私はその

イサークの棺がフランシア駅に到着し、
葬列が始まった

バルセロナのランブラス通りでの葬列

花輪を添えたイサークの棺をひく馬車
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身も聖母マリアの姿を仰いで大変感動した想い出がある。再び「ラ・タラ
ラ」が 3拍子に姿を変え高揚する。最後の静かなサエタも大変美しい。
即興的にバルコニーから歌い投げるサエタ（ちなみにサエタというスペイン語

には「矢」の意味もある）、涙を流す聖母に 1歩でも近づこうと右往左往する群
衆、スペインならではの独特な空気を表現する素晴らしい作品である。技
術的にも難易度が高い作品である。

第 2巻

T.105D ロンデーニャRondeña 
作 1906 年 10 月 17 日ニース　構 A-B-A-B’-A’-B-Coda　ニ長調　6/8　Allegretto　
M.M. ♩ . ＝ 116　7’00’’　自筆譜はBarcelona:Orfeó Català

楽譜最初のページに献呈者名は書かれていないが、12 ページ目の楽譜
の下に「セルヴァ嬢のコレクションの製版が素晴らしい Senart さんへ」
と書かれている。当初は 2巻の第 3曲であった。

ロンデーニャとはファンタンゴに属する形式の一種。ちなみに発祥の地
とも考えられるロンダは切り立った岩山の崖の上に立てられたアンダルシ
アの古い町である。実際にはこの曲の冒頭のリズムはロンデーニャではな
く、6/8 と 3/4 が絶え間なく交差するリズムが使われている。このリズム

初 1907 年 9 月 11 日　サン・ジャン・ド・ルス　pf：ブランシュ・セルヴァ　版
1907 年 Édition Mutuelle　献ブランシュ・セルヴァ　自筆譜あり　初版ではトリア
ナ、アルメリア、ロンデーニャの順に並んだ。6フランと表紙に書かれている　CD 1

～

1-2 小節目 / 73-74 小節目

は次の〈アルメリア〉と同じである。しかし〈アルメリア〉に比べてこの
作品はずっとリズミカルで、テンポに乗って演奏される。パルマス（手拍
子）の妙技で複数のアーティストが表拍と裏拍を組み合わせて手を叩いて
いくが、ちょうどその手拍子の掛け合いのような面白さでメロディが作ら
れていく。テーマはアルト、テノール、そしてユニゾンで繰り返されてい
くが、スタッカートの多いテーマと、合いの手がポリフォニックに書かれ、
それぞれの音色の変化が演奏の決め手となる。

中間部のカンテでは「ラから始まるミの旋法」での終止形が使われ、愁
いに満ち、やるせない感情が高まる。アルベニスはこのカンテの部分を「ロ
ンデーニャ」に見立てたのかもしれない。歌はクラシック音楽に見られな
いフラメンコの独特の泣き節であるが、そのテーマも徐々に和らいだ表情
に変わり、再び、リズミカルな再現部に戻る。原典版 179 小節目、左手最
後の 8分音符は「ド」と考えられる。

T.105E アルメリアAlmería 
作 1906 年 6 月 27 日パリ　構 A-B-A-B-Coda　ト長調　6/8　Allegretto Moderato 
M.M. ♩ . ＝ 72　10’00’’

アルメリアはスペインの東南、地中海に面した町で、海辺に棕櫚の木が
並び、地中海沿岸地域独特の開放感がある。かつてはイスラム教徒たちの
コルドバのカリフ統治時代に金銀模様の入ったモロッコ革や、絹、綿等を
輸出する港として栄えた町である。今もレコンキスタ時代のアルカサール
（宮殿）が残っており、イスラムの名残りが感じられる。

103-104 小節目

フェデリコ・モンポウ
静寂の調べを求めて
椎名亮輔・著

スペインの「ピアノの詩人」、
その生涯と作品解説をまと
めた、待望の本格評伝！

標準版ピアノ楽譜
スペイン  ピアノ小品集
New Edition 解説付
解説・運指：川口成彦

国や地域ごとに作曲家を集
めたピアノ小品シリーズの、
スペイン編！
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Mirecki（1847-1921）、およびベルリンではロベルト・ハウスマン Robert 
Hausmann（1852-1909）の弟子で、ベルリンではヨアヒムと室内楽のク
ラスでレッスンを行った。アルボスやピアニストのトラゴ José Tragó
（1856-1934）、その他の音楽家と共に室内楽協会 Sociedad de la Música di 
Camera を設立した。また 1890 年以来、イサーク、アルボスと共にイベ
リア・トリオを創設した。のちにイギリスに定住した。

アリエタの優秀な生徒であるブレトンは、アルフォンソ 12 世とギジェ
ルモ・モルフィ伯爵Guillermo Morphy（1836-99）の庇護を受けてヨーロッ
パで研鑽を積み、マドリッド音楽院で教授を経て校長に就任した。作曲家
としてもアリエタの後を継いで、サルスエラに力を入れ 1幕もののサルス
エラである《パロマの前夜祭》は古典的なヘネロ・チコの代表である。イ
サークのためにT.16《ピアノとオーケストラのためのスペイン狂詩曲》
とT.17《ピアノ協奏曲第１番》のオーケストレーションを担当している。
バレンシア出身のチャピは、地元で幼い時から才能を認められていた。

交響曲や交響詩、あるいは弦楽 4重奏曲などコンサート用の作品もあるが、
やはりサルスエラの代表的な人気作曲家であった。その前奏曲の多くは、
スペインのオーケストラ・コンサートの定番曲として人気を保っている。

さて、話をイサークに戻そう。
彼はマドリッド音楽院に入学はしたものの、「アルバム」の記録によれ
ば 1872 年 2 月には北西部カスティージャ・イ・レオンのバジャドリド、4
月には南部アンダルシアのハエン、そして 7月にはグラナダの西 50 キロ
に位置するロハ Loja に演奏旅行を行っている。結局、9月には再びピア
ノと和声の試験に出席せず、試験に落ちてしまった。それでもなお 11 月
にはマラガで、翌 73 年 4 月には地元マドリッドで演奏をし、さらに 10 月
から翌 74 年にかけて、スペイン各地（カスティージャ Castilla、レオン León、アス
トリアスAsturias、ガリシアGalicia、ログローニョ Logroño など）でコンサートを行った。
そのような出席状況にも関わらず、この 74 年 10 月にピアノのクラスへの
再登録を希望した。しかしそれは認められずソルフェージュ第 2コースに
登録された。

アルボス（左）、イサーク、ルビオ（右）

イサークとルビオ（右） ブレトン
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『アルベニス』チラシ _裏
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